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広 報

１歳の息子が初めて目にしたクリスマスツリー。柔らかな光を放つ色とりどりの
飾りに目を輝かせ、小さな手を伸ばした先には、トナカイのオーナメント。「それ、
パパが子どものときからいるんだよ」。時代を超えて子どもたちの心を満たしてき
た特別な一夜。今宵も息子の瞳に夢の痕跡を映してほしい―。そう願いました。




